西病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成２９年８月１５日（火）　　　　　　　　　　　司会：山内　佐江子　　記録：小沼　大悟
	佐藤
	山内
	松沢
	澤田
	神林
	濵谷
	柴田
	兼平
	岩淵
	岩藤
	小沼
	豊川
	橘

	○
	○
	明け
	休
	○
	準
	○
	○
	業務
	休
	○
	○
	年

	加賀
	石橋
	加藤
	油津
	原田
	大谷地

	年
	休
	準
	年
	明け
	○


＜連絡事項＞

特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞

・小泉　喜作様～本日、任意入院切り替えの書類に記入していただている。
・上川原　豊様～8/16（水）治験評価日となっています。採血、検尿あり。評価に際し朝食後薬のロラゼパムを除剤しています。
・松永　勘五郎様～8/16（水）治験評価日となっています。採血、検尿あり。
8/14（月）深夜帯で掻痒感から治験薬を剥いでしまい、ゴミ箱に喀痰と一緒に捨ててしまい再貼付できない状況となってしまう。ＣＲＣに確認したところ剥いでしまい再貼付可能な状況であれば補強し再貼付しても良い。再貼付できない場合は次に治験薬を貼付する際まで何もしないままにしておくこととなっている。背部では掻痒感がある為、貼付部位の検討を行っていく。
＜皮膚科診察情報＞

・佐々木　睦子様～前頭部の皮疹消失している。両下腿は軽快。両趾間は著変なし。同処置継続。右耳後部に発赤、落屑痂皮ありエキザルべ塗布の指示あり。

・竹洞　聡様～皮疹、掻痒感は軽快してきており同処置継続。タベジール2T　2×朝夕で7

日分方継続となる。

・阿部　文香様～右第1趾、第2趾の陥入爪はほとんど治癒している。右趾間、右手掌に

発赤、落屑、掻痒感あり、白癬。テルビナフィンクリーム塗布の指示あ

り。テルビナフィンクリーム1本処方となる。

・大久保　光男様～両肩皮疹は軽減してきている。掻痒感は持続しており、右肘、両足首

　　　　　　　　　には掻痒感持続しており同処置継続。タベジール2T　2×朝夕7日分処

方継続となる。
＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～午前中は眠気訴えプログラムに遅れて参加される。妄想様の言動は無いも空中に拝む等の奇異行動見られる。日中の活動を促していく。妄想言動、奇異行動の有無を観察し適宜介入していく。
・鈴木　真知子様～プログラムへ声掛けし参加促すも不参加。自室にて活動すること多い。スタッフ訪室時自室にて空笑、独語見られる。今後も服薬状況の確認、治験貼付部位の観察を行う。鼻汁は持続している。青風荘スタッフより、箱ティッシュ依頼し本人へ渡している。
・松永　勘五郎様～日課への取り組みは良好。プログラム以外は自室にて過ごす。妄想、幻聴等、病的体験に左右された訴えはないも精神症状の変動に注意し、治験薬貼付部位の観察を行う。
・大橋　照子様～朝昼食共にレストランで約1/3程度摂取されている。本日は歩行時ふらつきなく、バイタルサインの異常も無い。転倒・転落に注意する。体重低下も見られる為、捕食の摂取を促していく。

・泉川　ケイ子様～今朝7時疼痛訴えボルタレン坐剤1個挿肛している。日中はリハビリを行っている。全身の痺れ、頸部痛訴えており15:20再度ボルタレン坐剤1個挿肛している。今後も疼痛の状況それに伴う精神症状の変動を観察し、継続指示等で対応していく。体重増加傾向であるため栄養指導を検討していく。
・工藤　綾子様～夜間不眠傾向にあり、食事も未摂取で過ごす事多い。本日は朝主食のみ全量摂取、昼は主食副菜共に1/3程度摂取。プログラムには参加されず。服薬状況の確認、他者トラブルに注意、疼痛の有無、睡眠状況を観察していく。
・袴田　将志様～拒薬はない。話しかけ頻回だが的を得ない発言聞かれる。右足の痺れについては歩行状態、疼痛の有無を観察していく。他者トラブル、突発的な行動に注意し適宜介入していく。
・中居　松男様～朝食後薬一時拒薬されているが再三の介入にて服用される。他者に対し過干渉気味で大声を上げる、踊りだす、粗暴的になる等の気分高揚さみられる。他者トラブルに注意し適宜介入、睡眠状況の観察を行っていく。
